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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・舘　ひろ子様～　本日10時退院となっています。

・佐々木　淳様～　今朝より鼻汁の訴えあり。小青竜湯（漢方薬）が5日分処方となっています。風邪症状について観察していきましょう。
・佐々木　尚子様･大橋　照子様･蛭名　豊美様～　本人希望時のシンラック液の予測指示、6/2～6/16まで継続の指示あります。

・出河　攻様～　臨時処方されていたセフジトレンは、症状軽減された為一時中止となります。

・八森　正様～　臨時処方されていたネリプロクト軟膏は、6/1～6/14まで本人の疼痛訴え時1個挿肛の予測指示あり、7回分処方となっています。

· 豊巻　薫様・菅井　浩子様・石切　久様新井　圭次様・春本　司郎様・木村　忠様

予測指示のシンラック液、6/1～6/14まで継続処方となっています。

・中村　勇樹様～　ファモチジン　1×夕で7日分処方となっています。精神状態不安定な為、院外散策は許可でず。昨日の夕食から食事不食が続いていますが様子観察の指示あります。　
・中川原　義雄様～　左下肢に添付していたアスモロールですが在庫が無くなったら、ナパゲルン軟膏塗布の指示あり、1本処方されています。また6/4（土）9:00～9:30外出希望があり許可となっていますが、使用金額について担当Ｎs･家族と相談しながら決めていく予定です。

· 赤坂　順市様～　排便6日（－）ですが、本日アローゼン1包服用の指示がでています。

また散策プログラムの敷地外散策の許可下りています。

　　　　　　　　　担当Nｓは家族に確認して下さい。　

・坂　貢様～　散策プログラムの敷地外散策の許可下りています。担当Nｓは家族に確認

して下さい。

・新井　圭次様～　排便4日（－）ですが、様子観察の指示あります。

・小笠原　禮子様～　痔があり、肛門部より出血があります。ネリプロクト軟膏3日分処方となっています。

＜注目患者様ケース検討＞

· 鈴木　和則様～　余暇は自室で臥床がち、日課や作業・活動は拒否なく行っています。

　　他者との交流は見られていません。活気のなさがあり活動性、意欲が向上できるよう介入していきましょう。

・菅井　浩子様～　昨日はしかめ顔されていますが、日課の拒否はないです。本日の身体痛の訴えありますが、日課は遅れながらも取り組んでいます。精神症状により日課の拒否がある患者様ですので、日課の取り組み状況・発言についても観察していきましょう。

・江刺家　陽輝様～　昨日は落ち着いて日課取り組んでいます。他者とのトラブルもありません。本日もプログラムは自ら進んで積極的に参加しています。ロールプレイについても話しており本日実施予定です。ロールプレイ前後の精神状態も観察していきましょう。

・中村　勇樹様～　昨日本人・担当Ｎｓ・ＳＷで面談実施。退院後の生活の課題について

　　　　　　　　　ストレスの対処方法を話しています。「母親に自分の考えについて注意

されるとイライラする」など母親とのコミニケーションの中でストレ

スが生じ衝動行為に至ってしまうとの事。まずはその課題を克服する

事で本人が希望する就労などに繋げていけるよう説明しています。上

記の事項を考えての日課の拒否が考えられます。拒否が増強され衝動

行為に至るケースも考えられる為、観察を密にしてきましょう。

＜転入患者様情報＞

伊勢田義斉様　65歳　

病名：アルコール依存症・肝機能障害・貧血・上部消化管粘膜下腫瘍

主治医：川端Dr

病棟：西Ａユニット48号室　
入院と同時に、アルコール依存症治療プログラムや作業療法などを実施している。本人の理解度は厳しく、内省が不十分であり、やや自分の事として考えていく作業は難しい状況にあるが、日々の取り組みは出来ている。他患者様の様子や生活の中での不満の表出は一時的にあるがスタッフが話を聞く事で、落ち着いている。
現在アルコールプログラムの内観の第Ⅱ期を実施しています。

血圧2検（起床時・就床前）血圧180以上の場合、生食100ml＋ヘルベッサー（10）1A

静注の指示あります。

買い物カードなし　家族が週に1回面会に来る予定。

プログラムなどの説明の仕方によって、時折易怒的となる事がありますの言葉遣いに注意して下さい。また1度に2つ･3つの事を言われるとパニックになるとの情報もありますので、複数の事を説明する場合はゆっくりと事柄を確認しながら説明して下さい。

＜勉強会＞

・阿部　大ＭＮｓ　～看護過程の展開～　資料は別紙参照して下さい。

